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はじめに: 河川管理 
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エムシャー共同組合の取り組み 
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当組合は一般法に定められた水管理
事業体です 

当組合は水管理サービスを提供して
います 

当組合はおよそ100年の実績があり
ます 

当組合はドイツ最大の下水処理サー
ビスの提供者です 

当組合はエムシャー川、リッペ川の
自然再生 管理に取り組んでいます 
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当組合の集水域 
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当組合の集水域 
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広さ (km²) 人口 (百万人) 
人口密度(人/ 

km²) 

Lippeverband 3.280 1,4 427 

Emschergenossenschaft 865 2,4 2.775 

水路 (749 km の河川, 1.171 km の下水道) 

ポンプ場 (302箇所) 

下水処理場 (60箇所) 
事業展開地域 
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当組合における予防的対応 
雨水管理 
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グラートベッグ市ハールバッハにある雨水貯水槽 

363の施設における1.064.688 m³ の貯水水量 分散型雨水管理の事例 
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当組合における予防的対応 
水路の清掃  
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ドルステン-ヴルフェン下水処理場 

60箇所の下水処理場  
処理能力: 7.4百万人の人口区域   

Emschermundung下水処理場 
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当組合における予防的対応 
ポンプ場の運営と地下水管理 
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地下水のサンプル調査 302箇所のポンプ場, 842 km² の干拓地 



 || 

当組合における予防的対応 
洪水対策 

EG/LV-Presentation 2013  9 

193 kmの堤防 

53 箇所の遊水池により、 3.8 百万 m³の貯水量を有する オーバーハウゼンの堤防 
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財務指標  
2011 
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総資本 3.4 10億ユーロ 

資本的資産 3.2 10億ユーロ 

利益 非営利 

従業員数     1,554 

事業展開地域 

事業展開地域 
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下水熱利用の機会としてのエムシャーにおけ
る自然再生 
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1900年頃のエムシャー地域 
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現状 -  
開渠型の下水道 
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「黒い」(schwatte）エムシャー 
「昔のルール工業地帯」のシンボルとして 
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エムシャー川の自然再生 
将来も保証される水管理システム 
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古い下水溝の断面 

新しい下水管 
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エムシャー川の自然再生のステップ 
域内最大のインフラプロジェクト 
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予算: 45 億ユーロ 

2017年に下水道管工事の完了 

2020年までに各水路の自然再生実施 

4箇所の分散型配水処理施設の建設 
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近代的な下水処理場 
1990年代に完成 
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旧エムシャーの下水処理場' エムシャー河口の下水処理場 ボットロブの下水処理場 

Dortmund 

Bottrop 

Duisburg 

Dinslaken 

ドルトムンド・ドウセンの下水処理場 
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開渠型の下水道からの変更 
エムシャー自然再生プロジェクトの最大の目的 
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230 km 
完成  

(400 kmのうち) 

下水熱利用の機会としての活用可能性 
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エムシャー自然再生プロジェクト  
下水熱利用の機会として 
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• 高度に都市化した地域における 400 kmの下水管工事 

• 計画段階の入念な考察 

• 稼働中の工事実施と比較してコスト削減  

• プラスのイメージ -> 新しい下水管の敷設工事で発生するデメリットもメリット

創出のためにある 

• CO2 削減への貢献 

• 下水管路および下水処理場の両方について単一オペレータによる運営  
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下水道熱利用の原則 



 || 

下水道熱利用の原則 
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下水はローカルで、安全、かつ再生可能な上に長期に渡って利

用可能なエネルギーである     

概ねいつでも熱供給が可能である 

ヒートポンプによる効率的な熱交換 

気候保全に有益 

利益創出の可能性のある実証済の技術 

「資源」としての下水 
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下水道管への熱のインプット 
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下水道管への熱のインプット 

Heat input  

through pipe wall 

マンホー

ルの蓋 

下水道管 

空気 

凝縮 

蒸 発 

熱伝導 

管壁を通した熱の注入 下水 
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下水道熱利用の原則 
下水温度の月間推移 
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• 下水熱の平均は15°C 
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熱利用の可能性 
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+ 比較的高い下水温度 

+ 近距離での熱交換ルート 

+ 下水システムから独立した
稼働 

+ 運営に対する許認可が不要 

- 低い出力 

- 日中に大きく変動 

- 高い稼働コスト 

- 一部において高い投資額 

+ 豊富な下水量 

+ さほど高額でない稼働コス
ト 

+ 短距離・中距離の熱交換
ルート 

+ 技術面での耐用年数の延長 

- 事業運営者に依存 

- 事業運営に対する許認可が
必要  

- 下水処理への影響の可能性
あり 

+ 豊富な下水量 

+ 高い熱量の潜在性 

+ 下水処理に対する影響がな
い 

- 長距離におよぶ熱導管ルー
ト 

- 事業運営に対する許認可が
必要 
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下水の熱交換システム 
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下水管底面に配置する型式の熱交換器 

下水処理水の利用 – 最終沈殿池での熱回収 

パイプ内部の仕組み – 開削工法  

バイパス方式 – 分流の利用 
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下水道熱利用の原則 

 - 実証された技術により構成された部品 

熱交換器 

下水の流れ 

ヒートポンプ 
ポンプ 分配管 (冷温) 

下水管 

収集管（高温） 

下水道管につながる 

パイプ (真水, 冷水) 

熱
利
用
者

 (
顧
客

) 圧縮機 

膨張弁 

Evaporator 熱圧縮蒸発機 
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下水道熱利用の原則 
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DN >= 800 mmの合流式下水道  

晴天時下水流量が少なくとも 15 l/sである 

下水道の水圧による機能障害が見られないこと 

下水管流入時における下水温度が 10°Cより高いこと 

最低熱要求量が150 kWの加熱装置 

DWA（ドイツ上下水道廃棄物協会）ガイドラインによる推薦事項 

100 kW以上のヒートポンプで利益が向上 
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地域の特定と可能性 
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下水熱利用の可能性 
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Flood protection 

Wastewater 

treatment 

Polder management 

下水熱賦存量  

下水側条件の不一致 熱交換ポテンシャル量 

販売可能ポテンシャル量 販売条件を 
満たさない 

実現可能 
ポテンシャル 

その他の制限 

ドイツ: 実現可能な熱量は建物のストックのおよそ5% 
 
エムシャー地域:20 kmの下水管もしくは500 kW相当の100設備の 
        実現可能な熱量 
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地域特定のプロセス 
理論上の熱量からどのように地域を特定するか? 
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Flood protection 

Wastewater 

treatment 

Polder management 

下水システム 
のデータ 計画設計 

地理情報システム 

距離 ≤ 200 m 

下水管 
 

DN ≥ 800 mm 

適した区域 
 

出力ポテンシャル 
 

kW 

RVR Types of Use 

物理的距離 
 

距離 <= 200 m 

DW runoff 
 

Qd24 >= 15 l/s 
計画段階 

地域熱供給エリア 顧客情報 
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地域特定のプロセス 
エムシャー地域の熱ポテンシャルマップ 
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適切な下水管 

潜在的な熱回収 



 || 

システムの稼働 
推薦される段階ごとのプロセス 
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要求事項と下水
の潜在可能性の
大まかな予測 

協力合意 

詳細設計と 実施 
可能な階切り早
期の関係者の巻
き込み 

実現可能性分析 


